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Ⅰ 新技術の解説

１ 要旨

底びき網漁業標本船の操業日誌から底びき網漁場の利

用状況を解析し、図１の□で囲んだ区域内の底びき網延

べ曳網時間を算出し、底びき網の延べ曳網面積が各区画

の総面積の何倍となっているかを推定した。

水深200ｍ以浅の海域での操業が多くを占めていた。

最も曳網時間が多かったのは塩屋埼沖の水深100ｍの区

画であった。

その曳網時間は延べ6,462時間（表１）、曳網面積は区

画総面積の11倍と推定された（表２）。

図１ 調査位置図

２ 期待される効果

本県のみならず全国的に底魚資源状況の悪化が指摘されており、国は資源回復計画の

策定に着手した。今後、過剰な漁獲努力量を削減し、資源の持続的利用を可能とするた

めの漁場の利用方法について検討するための資料となる。

３ 適用範囲

県内漁業団体及び広域漁業調整委員会

４ 普及上の留意点

主要底魚は少なくとも宮城～茨城の間の回遊が認められるため、関係各県の調査結果

とあわせて検討する必要がある。
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